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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成23年12月1日(2011.12.1)

【公開番号】特開2011-153776(P2011-153776A)
【公開日】平成23年8月11日(2011.8.11)
【年通号数】公開・登録公報2011-032
【出願番号】特願2010-16409(P2010-16409)
【国際特許分類】
   Ｆ２８Ｄ  15/02     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ  21/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  23/427    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  23/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２８Ｄ  15/02    　　　Ｆ
   Ｆ２８Ｄ  15/02    　　　Ｌ
   Ｆ２８Ｄ  15/02    　　　Ｄ
   Ｆ２５Ｂ  21/02    　　　Ｋ
   Ｈ０１Ｌ  23/46    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｌ  23/38    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月18日(2011.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態１に係る冷却装置を示すもので、図１（ａ）は平面図、図１
（ｂ）は正面図である。
【図２】本発明の実施の形態２に係る冷却装置を示すもので、図２（ａ）は正面図、図２
（ｂ）は側面図である。
【図３】本発明の実施の形態３に係る冷却装置を示すもので、図３（ａ）は平面図、図３
（ｂ）は正面図である。
【図４】本発明の実施の形態４に係る冷却装置を示すもので、図４（ａ）は左側面図、図
４（ｂ）は正面図、図４（ｃ）は右側面図である。
【図５】本発明の実施の形態５に係る冷却装置を示すもので、図５（ａ）は平面図、図５
（ｂ）は正面図である。
【図６】本発明の実施の形態６に係る冷却装置を示す平面図である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
実施の形態５．
　図５は、本発明の実施の形態５に係る冷却装置を示すもので、図５（ａ）は平面図、図
５（ｂ）は正面図である。この冷却装置は、図３と同様な構成を有し、受熱板２にヒータ
ー３０を設けている。こうした構成により、周囲温度が低下した場合に装置全体が温度低
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下し、発熱体１が発熱しても所望の温度にすることができない場合でも、ヒーター３０に
通電し加熱することにより、温調することができる。なお、ペルチェ素子３への通電を正
負反転することにより、放熱板を温度上昇し取付け面温度を上昇させ温調させることがで
きるが、ペルチェ素子３への通電を正負反転させるとそれぞれの低温面および高温面が高
温面および低温面になるため温度変化が大きく、温度変化に伴うペルチェ素子３を構成す
る材料の伸縮が大きくなり、疲労破壊を起こしやすく、本実施例のようにヒーターを設け
た方が、寿命が向上する。また、受熱板２を直接加熱した方がＲ／Ｇ／Ｂ素子取付け面温
度を早期に温度上昇させることができ、温調の応答性が向上する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　レーザーテレビの場合、Ｒ／Ｇ／Ｂ素子はその特性上、低温になり過ぎても適正な光出
力できなくなることから、本実施形態により適切な光特性を得ることができる。また、テ
レビＯＦＦ時低温になったテレビから起動させた場合、Ｒ／Ｇ／Ｂ素子が低温過ぎて光出
力できず、画像形成までの待ち時間が長くなる。本実施形態では、テレビＯＦＦ時にヒー
ター３０により加熱することにより、Ｒ／Ｇ／Ｂ素子を任意の温度に維持することができ
、上記待ち時間を短縮することができる。
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